
令和５年度 第１回清川村総合教育会議録 

 

日   時  令和５年７月１９日（水）午前９時から１０時 

場   所  せせらぎ館３階 研修室 

出席委員等  村長 岩澤吉美、教育長 山田一夫、職務代理者 今野郁夫 

委員 橋本直人、委員 山田比呂美、委員 小室美和 

事務局    小野参事兼指導主事、相原学校教育課長、中澤生涯学習課長 

岩澤副課長、南波指導主事 

 

議 事 日 程 

１.開会 

２.あいさつ 

３.議題 

（１）前回会議録の確認 

（２）清川村幼稚園・小学校・中学校一貫校施設整備基本構想（素案）について 

（３）学校教育の運営状況について 

（４）生涯学習の実施状況について 

（５）その他 

４． 次回の会議日程 

５． 閉会 

 

開会（午前９時） 

村長あいさつ 

 みなさんおはようございます。今日も朝から気温が高く暑くなっています。現

在、屋上の気温は３０．３度あり猛暑続きで、県内でも熱中症アラートが発出さ

れ、村でも、村民の皆様に暑さを避けてこまめに水分を補給して、身を守る行動

をとってもらう周知放送をさせていただいています。また、同時に県央地域に光

化学スモッグ注意報も発令されていて、厳しい状況が続いています。このような

状況ですが、まだ、梅雨明け宣言は出されていません。国内では、九州地方から

東北にかけて、線状降水帯が発生して、大雨により河川の氾濫や土砂崩れも発生

しており、尊い命が失われる状況があります。一刻も早くこのような地域には復

旧復興を願う所ではあります。また、村につきましても令和元年、台風１９号で

大きな被害を受けております。やはり、他人ごとではなく、いつ起こるかわから

ない地震等自然災害にしっかりと準備をしておくと同時に、皆様の命、健康、暮

らし、安全を守るため、感染症だけでなくこうした自然災害に対して、村として

もしっかりと取り組んでいるところでございます。皆様方におかれましても、ご



自身の安全を第一に確保していただければと思っております。本日は、今年度第

1回目の清川村総合教育会議でございます。昨年度は５回実施し、協議いただい

ている中で、注目されている幼小中一貫教育校につきましても、早い段階で取り

上げ議論していただきたいという事で、忌憚のないご意見をいただきながら、一

つずつ着実に進めていきたいと思っておりますので、本日の総合教育会議よろ

しくお願いします。 

教育長あいさつ 

 一学期もいよいよ終業式を迎えるという事で、振り返ると５月８日に新型コ

ロナが二類から五類に引き上げられて、通常生活が送れるようになったにもか

かわらず、なかなかマスクが外せない状況が続いています。マスクが外せなかっ

たから良いのかわかりませんが、その間、別の感染症、ヘルパンギーナ、ＲＳウ

ィルス等、いわゆる小さい子供がのどの痛みを訴え、なかなか感染症が逃げてい

ってくれない厳しい状態だったのではないかと思います。一学期が終了します

けど、各学校きめ細かい教育を進めて様々な成果が上がってきていると思いま

す。本日、一貫校の整備基本構想等、学校の様子なども、伺わせていただければ

と考えております。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

議題（１） 前回会議録の確認 

◎事務局から「資料１」により説明があり、前回会議録の確認が行われました。 

 

議題（２）清川村幼稚園・小学校・中学校一貫校施設整備基本構想（素案）につ

いて 

◎事務局から、「資料２」について説明がありました。 

    ６月２８日に令和５年度第一回幼少中一貫教育校施設整備検討委員会

が行われた。その中で清川村立幼少中一貫教育校の現状と課題について

の確認を行った。 

    各学校の沿革とグランドデザイン、幼少中一貫教育校候補地について

の説明を行った。 

    構想の条件、新校舎建設に係る基本的な考え方、整備スケジュールにつ

いての説明を行った。 

    令和１１年度開校を目指す、各学年一クラス１５人程度、全校２００人

規模、防災拠点を意識した学校づくり、幼少中１つの学び舎に入ることを

条件とし、付属施設としてグラウンド、体育館、給食センター、駐車場等、

通学路、整備スケジュール等についての説明を行った。 

委 員 プールについては慎重に検討していただきたい。 

事務局 子供にとって学びやすい学校を第一に、地域とのかかわりもあると思



うので、複合的な施設や避難場所としての役割も高くなっていくと思う

ので、その辺も加味して計画を立てていきたい。予算については、国の補

助金等使えるものは使っていく。  

 ＊承認されました。 

 

議題（３）学校教育の運営状況について 

 

事務局 ２月の会議で村の事業については説明済み。Ｃｈａｔ ＧＴＰ、生成Ａ

Ｉの活用について、これからは避けて通ることができないのでガイドラ

インを作成し共通理解を図る。保護者には生成ＡＩの適切な活用につい

てご協力いただきたいとお願いをする。特に各種コンクールの作品等に

ついて、生成ＡＩによる生成物を、そのまま自分の成果物として応募、提

出しないよう依頼し、併せ、詩や俳句等最初から安易に使用するのは良く

ない旨のお願いをする。あくまでも「参考の一つにすぎない」ことを十分

に認識し、最後は自分で判断する姿勢が必要と提示した。 

委 員 ルールを守って、適正に使用する機会をたくさんつくっていただきた

い。 

 

議題（４）生涯学習の実施状況について 

 

事務局 青龍祭の実施について、入魂式、本祭、当日の日程、準備の日程、につ

いての説明。課題としてコロナ過で３年間のブランクがあり、各機関との

やり取りがスムーズに進まない。主力団体が休会になるなど、機能の低下

が懸念される。また、協力者が少ない、令和元年は中学生５０人参加して

もらえたが、今回は９人であり再度募集をかけている。 

 

議題（５）その他  

 

◎その他の議題案件や質問、意見はありませんでした。 

 

次回の会議日程 

◎次回の清川村総合教育会議は、令和５年９、１０月頃に開会を予定で確認され

ました。 

 

閉会 

  


